
平成２３年１０月の解説（府県天気予報） 

 

【１０月の天候状況】 

北日本から西日本では低気圧と高気圧が交互に通過したため、天気は数日の周期で変

わりました。上旬は強い寒気の影響を受け、北日本を中心に顕著な低温となった時期があ

りましたが、中旬には東・西日本中心に各地で夏日となるなど顕著に気温が高くなった時

期がありました。下旬も南からの暖かい気流の影響で気温が高くなった時期があるなど、

月を通して北日本から西日本にかけて気温の変動が大きくなりました。 

なお、下旬のはじめと終わりには、暖かく湿った空気が流れ込んだ影響により、西日

本の太平洋側を中心に大雨となり、宿毛（高知県）では 10 月の日降水量の多い方からの

一位を更新するなど、九州南部、四国などで記録的な大雨となったところがありました。 

沖縄・奄美では、上・中旬は気圧の谷や湿った気流の影響により曇りや雨の日が多く

なりましたが、下旬は高気圧に覆われて晴れた日が多くなりました。 

月平均気温は、北日本で高く、東・西日本、沖縄・奄美で平年並でした。月降水量は、

沖縄・奄美でかなり多く、西日本で多くなりました。延岡（宮崎県）では 10 月の月降水

量の多い方からの一位を更新しました。北日本日本海側、北・東日本太平洋側では平年並

で、東日本の日本海側では少なくなりました。月間日照時間は、沖縄・奄美でかなり少な

く、西日本で少なくなりました。北日本、東日本の太平洋側では平年並で、東日本の日本

海側では多くなりました。石垣島（沖縄県）で 10 月の月間日照時間の少ない方からの一

位を更新しました。 

 

【１０月の検証結果】 

17 時発表の天気予報による「降水の有無」の全国平均の適中率は、明日予報は 87％と

例年値（注）より3ポイント高く、明後日予報は例年値より6ポイント高い86％となりまし

た。各地方の適中率では、明日予報は全国的に例年値程度か例年値より高く、北海道地方、

東海地方、近畿地方、中国地方及び四国地方で 6～8 ポイント高くなりました。明後日予

報も例年値程度か例年値より高い地方が多く、東海地方と近畿地方で 12～13 ポイント高

くなりました。沖縄地方では7ポイント低くなりました。 

明日の最高気温の予報誤差は例年値程度か例年値より小さく、東北地方で 0.5℃小さく

なりました。全国平均は例年値より 0.2℃小さい 1.4℃でした。最低気温の予報誤差は例

年値と同じか例年値より小さく、全国平均は例年値より0.2℃小さい1.3℃でした。 

（注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 
【１２月の天気予報の利用にあたって】 

12 月は本格的な雪の季節の始まりです。北日本では雨よりも雪の降る日が次第に多く

なり、山沿いや日本海側を中心に大雪になることもあります。 

特に低気圧が発達しながら日本付近を通過した後、強い冬型の気圧配置となるときに

は、北日本や日本海側を中心に暴風や高波、大雪、着雪、ふぶき、突風等による列車の運

休や航空便及び船便の欠航、路面の凍結などの交通機関への影響、また、停電などの被害

が発生するおそれもあります。各地の気象台で発表される最新の注意報や警報、気象情報

等を活用して事前に備えるようにして下さい。 


